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基本目標３ 環境と共生して幸せを実感できるまち 
政策８ 豊かでかけがえのない自然環境の形成 

施策２０．自然環境・景観の保全と活用 
現状と課題 
 ⾃然保護・環境美化・⾺淵川⽔質浄化などの活動に取り組むほか、広報や各

種ＰＲ活動、環境教育の推進などにより、環境保全を総合的に進めてきまし
た。また、景観形成施策として景観形成団体の育成・⽀援を⾏っています。 

 達者村事業の⼀環で、眺めることで⼼が癒され、達者（健康）になれるよう
な優れた景観ポイント 100 か所を「達者村百景」として選定しています。 

 今後は、これまで展開してきた各種施策の拡充に努めていく必要があります。 
 ⾃然環境・景観・歴史的資源に対する町⺠の意識⾼揚のための施策の充実に

努めていくとともに、町⺠との協働により⾃然環境・景観・歴史的資源を保
全・活⽤していく必要があります。 
 

施策の方針 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
役割分担 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 環境保全を総合的・計画的に推進するため、本町の豊かな⾃然環境、優
れた景観、歴史的資源を次の世代に伝えていくとともに、この資源を体
系的にとらえ活⽤を図ります。 

 また、公共⼯事の実施に当たっては、⾃然環境との共⽣、景観の維持に
配慮した資材や⼯法の導⼊を推進します。 

 ⾃然環境・景観などの保全活動に対する町⺠の意識を⾼揚するため、環
境保全・景観形成団体の育成と⽀援に努めます。

 ⾃然環境・景観の保全に関⼼をもち、意識を⾼める 
 ⽇常⽣活の中で環境保全や省エネルギー化に努める 
 ごみの減量化に努める

 意識啓発を⾏うとともに、環境保全団体を⽀援する 
 再⽣可能エネルギーの利活⽤の促進 

町民・地域

行政 
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数値目標 

項⽬ 単位 Ｈ28 年度
（実績）

Ｈ34 年度
（⽬標）

Ｈ39 年度
（⽬標）

測定（取得）⽅法および 
設定の考え⽅等 

環境保全・景観形
成団体数 団体 1 1 1 

住⺠⽣活課調べ 
環境保全関係団体の維持、育成
を⾏う。 

環境保全活動の実
施回数 回 4 4 4 

住⺠⽣活課調べ 
⾃主的な環境保全活動の継続を
⽬指す。 

 
主な取り組み 

（１）自然環境・景観・歴史的資源の保全・活用 

 環境保全の推進、⾃然環境や景観に配慮した資材や⼯法を導⼊した公共⼯事
の推進、⼦どもから⼤⼈までの環境教育・環境学習体制を整備します。 

（２）環境保全団体および景観形成団体の育成・支援 

 環境保全団体および景観形成団体の育成と活動⽀援に努めます。 

（３）町民との協働 

 町⺠意識の向上に向けた施策を推進していくとともに、協働による⾃然環
境・景観・歴史的資源の保全を推進します。 

 
これまでの振り返り 
 ⾃然環境・景観・歴史的資源の保全・活⽤により、⽣態系の保護、景観の維

持が図られています。 
 さけ稚⿂放流体験などの⾝近にある川や⼭での体験的学習を通じて、環境保

全意識の醸成が図られました。 
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施策２１．環境と共生する循環型社会づくり 
現状と課題 
 地球環境にやさしく負荷の少ない循環型社会をつくるための各種施策を推進

していくとともに、町⺠⼀⼈ひとりが環境に配慮したライフスタイルを送れ
るような体制づくりを進めていく必要があります。 

 町⺠および事業者、公共施設での省エネルギーに対する取り組み、公共施設
や公⽤⾞などへの新エネルギー※27 の活⽤、事業所・⼀般家庭への導⼊助成制
度の検討、様々な機会をとらえたエネルギー教育などを推進していく必要が
あります。 

 快適で潤いのある⽣活環境をつくるため、農林畜産業を含むすべての産業に
おいて、環境保全に配慮した施策を推進していく必要があります。 
 

施策の方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役割分担 
 

 
 
 
 
 
 
  

 地球温暖化、異常気象などの環境問題に対応するため、町⺠、⾏政およ
び関係機関が連携し、省資源・省エネルギーの啓発活動の推進、新エネ
ルギーの導⼊促進、様々な機会をとらえたエネルギー教育の推進、河川
などの環境監視体制の強化などに努めます。 

 町⺠をはじめ、⼩売店、事業所などと⾏政が協働して、環境にやさしく
負荷の少ない循環型社会の構築を⽬指します。 

 農林業をはじめとするすべての産業において、環境保全に配慮した施策
を推進し、快適で潤いのある⽣活環境の創造を⽬指します。 

 ⾃然環境・景観の保全に関⼼をもち、意識を⾼める 
 ⽇常⽣活の中で環境保全や省エネルギー化 
 ごみ排出量の縮減

 意識啓発、環境保全団体の⽀援 
 再⽣可能エネルギーの利活⽤の促進 
 3Ｒ※28 の啓発・推進、廃棄物の再資源化と減量化

町民・地域

行政 

※27 新エネルギー：太陽光エネルギーや風力など、今後の利用が期待されている新しいエネルギー。 

※28 3Ｒ：リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（ごみの再生利用）の優先順位で廃

棄物の削減に努めるのがよいという環境配慮に関するキーワード。 
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数値目標 

項⽬ 単位 Ｈ28 年度
（実績）

Ｈ34 年度
（⽬標）

Ｈ39 年度
（⽬標）

測定（取得）⽅法および 
設定の考え⽅等 

公⽤⾞のうち低公
害⾞※29 の台数 台 4 5 7 総務課調べ 

低公害⾞の台数の増を⽬指す。 

新エネルギーの 
導⼊施設数 施設 2 3 3 

企画財政課調べ 
新庁舎での新エネルギー設備導
⼊を⽬指す。 

 
主な取り組み 

（１）資源循環型社会の構築 

 環境問題や 3Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に対する啓蒙活動の
推進、環境にやさしいライフスタイルへの転換、温室効果ガス※30 の排出抑
制や省資源・省エネルギーに向けたまちぐるみの環境対策を推進します。 

（２）エネルギーの有効活用 

 公共交通の利⽤促進、エコドライブ※31 の励⾏、公共施設での省エネルギー
機器の利⽤、照明や空調の適正管理など省エネルギーに対する取組や、環境
にやさしい新エネルギー（⾃然エネルギーなど）の導⼊を推進するとともに、
学校教育および社会教育の場を活⽤し、新エネルギーに関する理解を深める
ため周知を図ります。 

（３）環境監視体制の強化 

 ⾺淵川などの河川の⽔質汚濁に対する監視・調査体制の強化、⽔質改善に向
けた啓発活動や各種施策を推進するとともに、各種産業活動に起因する騒
⾳・悪臭・振動などに対する適切な指導を⾏い、未然防⽌に努めます。 

 
これまでの振り返り 
 1 ⼈当たりのごみの排出量は減少傾向にあるとともに、リサイクル率について

は向上しています。 
 想定通報演習、オイルフェンス設置訓練を実施し、事故発⽣時の対応を確認

しています。 

  

※29 低公害車：大気汚染物質の排出が少なく、環境への負荷が少ない自動車のことで、電気自動車、メタノール

自動車、圧縮天然ガス（ＣＮＧ）自動車、圧縮空気車及びハイブリッド自動車の 5車種を指す。 

※30 温室効果ガス：大気圏にあって、地表から放射された赤外線の一部を吸収することにより、温室効果をもた

らす気体の総称。 

※31 エコドライブ：運転技術など誰でも実行できる手段で燃費を向上させようとする燃費向上施策。 
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政策９ 快適で住みやすい生活環境の形成 
施策２２．環境衛生対策の充実 
現状と課題 
 ごみの排出動向や⼀般廃棄物関連法・リサイクル関連法などを踏まえ、ごみ

の収集・処理体制の充実を図るとともに、町⺠や事業者の理解と協⼒を得て、
さらなるごみの減量化やリサイクルの促進、不法投棄の防⽌などに⼀層取り
組み、環境にやさしいごみゼロ社会を⽬指していく必要があります。 

 し尿処理については、公共下⽔道事業や農業集落排⽔事業などによる下⽔道
事業の整備状況を勘案しながら、広域的なし尿収集・処理体制の充実を図っ
ていく必要があります。 

 ⽕葬場については、広域的連携のもと、⽕葬場の整備、適正な管理・運営を
図っていく必要があります。 

 
施策の方針 

 
 
 
 
 
 

 
 

役割分担 
 
 
 
 
 
 
  

 ごみの適正な収集・処理に向け、分別排出の定着化を推進していくとと
もに、広域的なごみ減量化・リサイクル体制の充実を図ります。 

 環境美化運動を通じて町⺠の環境保全意識の⾼揚に努めるとともに、町
⺠の協⼒を得ながら監視体制の強化を図り、ごみの不法投棄の防⽌に努
めます。 

 広域的なし尿収集・処理体制の充実に努めるほか、広域的連携のもと、
⽕葬場の整備充実と適正管理に努めます。

 ⾃然環境・景観の保全に関⼼をもち、意識を⾼める 
 ⽇常⽣活の中で環境保全や省エネルギー化 
 ごみ排出量の縮減

 意識啓発、環境保全団体の⽀援 
 再⽣可能エネルギーの利活⽤の促進 
 3Ｒの啓発・推進、廃棄物の再資源化と減量化 

町民・地域

行政 
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数値目標 

項⽬ 単位 Ｈ28 年度
（実績）

Ｈ34 年度
（⽬標）

Ｈ39 年度
（⽬標）

測定（取得）⽅法および 
設定の考え⽅等 

⼀⼈あたりの年間
ごみ排出量 ｋｇ 770 750 730 

住⺠⽣活課調べ 
県および国平均を勘案して設定。
ごみ排出量の減を⽬指す。 

⼀般廃棄物のリサ
イクル率 ％ 12.7 15.0 20.0 住⺠⽣活課調べ 

リサイクル率の増を⽬指す。 

 
主な取り組み 

（１）ごみ収集・処理体制の充実 

 広域的連携のもと、ごみの収集・処理体制の整備、処理施設などの管理・運
営に努めるとともに、企業や家庭からのごみの出し⽅や分別排出の徹底を促
し、収集体制の充実を図ります。 

（２）ごみ減量化・リサイクルの促進 

 ごみの減量化やリサイクルに対する企業や町⺠の意識⾼揚を図り、⾃主的な
ごみ減量・リサイクル運動のさらなる啓発を促すとともに、⽇常⽣活や事業
活動において 3Ｒ運動を推進し、ごみ減量化の実現に努めます。 

（３）ごみの不法投棄防止施策の推進 

 廃棄物不法投棄監視員の協⼒を得て監視体制を強化するとともに、⼋⼾圏域
市町村による統⼀の看板を設置し、不法投棄の防⽌に努めます。 

（４）し尿収集・処理体制の充実 

 広域的連携のもと、し尿収集・処理体制の充実を図るとともに、処理施設な
どの適正な管理・運営に努めます。 

（５）火葬場の整備・適正管理 

 広域的連携のもと、⽕葬場の整備および適正な管理・運営に努めます。 

（６）ペット糞害の防止施策の推進 

 飼い主の公共マナーの意識の⾼揚を図り、糞害などの防⽌に努めます。 
 

これまでの振り返り 
 不法投棄監視員が町内を巡視することにより、不法投棄が減少しています。 
 し尿収集・処理体制や⽕葬場の整備・適正管理については、⼀部事務組合と

連携し、適正な管理・運営が図られています。 
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施策２３．上水道・下水道の維持 
現状と課題 
 本町では、広域的連携による⼋⼾圏域⽔道企業団の上⽔道事業により安全で

安定した⽔の供給に努めてきました。 
 今後は、施設の⽼朽化への対応、災害時などに強いライフラインとしての整

備、下⽔道整備に伴う⽔需要増⼤への対応などが課題となっています。 
 ⽣活雑排⽔などの汚⽔処理については、公共下⽔道事業、農業集落排⽔事業

および団地排⽔事業、合併処理浄化槽設置補助事業により推進していますが、
厳しい財政状況のもと、全体的に整備が遅れています。 

 今後は、循環型のクリーンなまちづくりに⽋かすことのできない下⽔道など
の整備を、地域に適した処理⽅法により、計画的・効果的に推進していく必
要があります。 
 

施策の方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役割分担 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

数値目標 

項⽬ 単位 Ｈ28 年度
（実績）

Ｈ34 年度
（⽬標）

Ｈ39 年度
（⽬標）

測定（取得）⽅法および 
設定の考え⽅等 

汚⽔処理⼈⼝ 
普及率 ％ 67.9 75.0 81.0 

建設課調べ 
南部町汚⽔処理施設整備構想に
よる⽬標値を⽬指す。 

 

  

 上⽔道については、広域的連携のもと、安全で安定した⽔の供給、安全
な⽔源の確保、⽔道施設の計画的な整備・充実に努めるとともに、「⽔
は⼤切な資源」という意識啓発活動を展開し、節⽔型のまちづくりを推
進します。 

 汚⽔処理については、⽔環境の保全や⽔の循環利⽤などの啓発活動の展
開に合わせ、公共下⽔道事業などを活⽤した計画的な下⽔道の整備、合
併処理浄化槽の設置などによる全町⽔洗化の実現に努めます。 

 下⽔道事業への加⼊・接続推進 
 使⽤料の期限内の納⼊

 ⽔道施設の適正利⽤に関する啓発活動 
 下⽔道施設の整備、⻑寿命化、計画的な改築・更新 
 町⺠・地域への接続促進や適正利⽤の啓発活動 

町民・地域

行政 
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主な取り組み 

（１）節水型まちづくりの推進 

 広報・啓発活動などを通じて、「⽔は⼤切な資源」という町⺠の節⽔意識の
⾼揚を図るとともに、⽔道事業に対する町⺠の理解と協⼒を促すなど、節⽔
型まちづくりに向けた施策の展開を図ります。 

（２）計画的・効果的な汚水処理施設の整備 

 公共下⽔道事業や農業集落排⽔事業などの下⽔道事業を活⽤して、地域に適
した⼿法により、計画的・効果的な汚⽔処理施設の整備を推進します。 

（３）合併処理浄化槽の設置促進 

 公共下⽔道事業や農業集落排⽔事業などの計画区域以外の地域では、引き続
き合併処理浄化槽の設置を促進します。 

（４）下水道施設の維持管理と加入・普及の推進 

 供⽤開始後の下⽔道施設の適正な維持管理、下⽔道事業への加⼊および合併
処理浄化槽の普及を促進するとともに、町の助成制度等について積極的にＰ
Ｒし、加⼊促進を図ります。また、下⽔道施設の最適整備構想策定および機
能診断調査を実施し、⽼朽化した施設等の更新・統廃合を検討し合理化を図
ります。 

（５）環境保全に対する町民意識の高揚 

 家庭などの⽣活雑排⽔が⽔路・河川に流⼊して環境を悪化させること、下⽔
道処理施設が環境保全に重要な役割を果たしていることなどを広報・啓発活
動によりＰＲし、町⺠⼀⼈ひとりの環境保全に対する意識⾼揚を図ります。 

 
これまでの振り返り 
 ⼋⼾圏域⽔道企業団と連携することで、安全で安定した⽔の供給および安全

な⽔源の確保ができています。 
 公共下⽔道整備事業を実施し、下⽔処理区域が広がりました。 
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施策２４．公園・緑地の形成 
現状と課題 
 本町には、名久井岳と⾺淵川に代表される豊かな⾃然環境、南部藩発祥の地

に代表される歴史遺産や地域でいにしえから培ってきた優れた景観があり、
⾃然の緑や⽔に親しむ場も数多くあります。 

 今後は、町⺠ニーズを踏まえ、町⺠との協働により、⾝近な公園や広場、南
部⽒関連城館などの歴史資源を活⽤した個性あふれる交流空間などを維持・
管理していく必要があります。 

 学校・道路などの公共施設の計画的な植樹・植栽の推進、全町的な緑化運
動・花いっぱい運動の⽀援などを進めていくとともに、町⺠・⾏政・ボラン
ティア団体等が⼀体となった適切な維持・管理を進めていく必要があります。 
 

施策の方針 
 
 
 
 
 
 
 
 

役割分担 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 公園・緑地・⽔辺については、町⺠との協働により、既存施設の適正な
維持管理・計画的な整備に努めるとともに、歴史資源を活⽤した個性あ
ふれる交流空間の創出などに努めます。 

 学校・道路などの公共施設において計画的な植樹・植栽を推進するとと
もに、町⺠・事業者の緑化運動・花いっぱい運動を⽀援します。 

 公園・緑地・⽔辺の利⽤ 
 地域主体での維持・管理への参加

 公園・緑地・⽔辺の維持・管理 
 町⺠・地域ニーズの把握

町民・地域

行政 
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数値目標 

項⽬ 単位 Ｈ28 年度
（実績）

Ｈ34 年度
（⽬標）

Ｈ39 年度
（⽬標）

測定（取得）⽅法および 
設定の考え⽅等 

町⺠ 1 ⼈当たりの
公園⾯積 ㎡ 9.85 10.94 11.94 

建設課調べ 
平成 28 年度町⺠ 1 ⼈当たりの
公園⾯積の現状維持・管理を⽬
指す。

達者村花壇コンク
ール参加団体数 団体 24 26 28 

商⼯観光交流課調べ 
コンクール参加団体の増を⽬指
す。

 
主な取り組み 

（１）公園の維持・管理 

 既存の公園・緑地については、施設・設備の定期的な点検および更新、枯れ
死した樹⽊や危険⽊の撤去および補充、枝の選定・伐採、除草等を⾏い、安
全の確保および景観の向上のため、維持・管理を推進します。 

 緑豊かで、安全に⽔に親しめる潤い空間の創出のため、⾃然環境の保全に留
意しながら、⾺淵川やその他の河川、⽔路などを活⽤した特⾊ある親⽔公園
※32・⽔辺の維持・管理を推進します。 

 町⺠や関係団体等の参画により、地域コミュニティの場として、⼦供や⾼齢
者も気軽に安⼼して利⽤できる公園づくりを検討します。 

（２）特色ある公園の整備 

 南部⽒関連城館をはじめとする様々な歴史資源を活⽤し、特⾊ある交流空間
を整備します。 

（３）緑化の推進 

 学校・道路などをはじめとする公共施設において、計画的な植樹・植栽を推
進するとともに、町⺠・事業者の理解・協⼒のもとに、企業・住宅地などの
⺠有地の緑化運動や、町⺠・事業者の主体的な花いっぱい運動の育成・⽀援
に努めます。 

 
これまでの振り返り 
 ⾺淵川沿いにある公園の草刈り等維持管理を実施し、⽔辺に親しめる空間を

確保しました。 
 達者村花壇コンクールを実施し、町内の景観の向上を図っています。 

  

※32 親水公園：水や川に触れることで水や川に対する親しみを深めることを目的とした公園。 
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政策１０ 適正な土地利用の推進 
施策２５．計画的な土地利用の推進 
現状と課題 
 本町では、⼟地利⽤関連計画（国⼟利⽤計画、農業振興地域整備計画、都市

計画マスタープランなど）に基づき、計画的な⼟地利⽤を進めていますが、
社会・経済情勢の変化や⼈⼝の減少などに伴い、既成市街地の空洞化、農業
⽣産環境の悪化をはじめとする様々な課題もあります。 

 今後は、豊かな⾃然を最⼤限に活⽤し、安全・安⼼な⾷糧⽣産拠点を形成し
ていくため、農地の保全・活⽤・⾼度利⽤を図るとともに、豊かな⾃然環
境・景観・森林の保全に努めていく必要があります。 

 良好な住宅・宅地の整備、魅⼒あふれる市街地の形成、総合的な道路・交通
ネットワークの形成などを進め、交流・定住⼈⼝の増加、適正な産業開発、
⽣活利便性の向上などを⽬指した⼟地利⽤を進めていく必要があります。 

 適正な地籍情報を把握するため、地籍調査を進める必要があります。 
 

施策の方針 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

役割分担 
 
 
 
 
 
 
  

 ⼟地利⽤関連計画の⾒直しを⾏いながら、⼟地利⽤の総合調整を⼀体的
に推進します。 

 ⼟地利⽤関連計画や関連法、条例などの周知徹底、これらの計画などに
基づいた適正な規制・誘導、無秩序な開発⾏為の未然防⽌などに努める
とともに、⾃然環境と町⺠⽣活・⽣産活動が調和する良好な環境を形成
し、適正な⼟地利⽤を推進します。 

 有効的な⼟地利⽤の推進および公平な課税のため、地籍調査事業の推進
のもと、適正な地籍情報の管理を⾏います。

 法令等を遵守し秩序ある開発と⼟地の有効利⽤ 
 地籍調査事業への協⼒

 有効的かつ効果的な⼟地利⽤ 
 地籍調査事業の実施

町民・地域 

行政 
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主な取り組み 

（１）適正な土地利用の推進 

 適正な⼟地利⽤を推進するため、⼟地利⽤関連計画の⾒直しを⾏うとともに、
関連法、条例などの周知徹底、適正な規制・誘導、無秩序な開発⾏為の未然
防⽌などに努めます。 

（２）地籍調査事業の推進 

 地籍調査事業を計画的に実施し、地籍情報の適正な更新・管理を推進します。 
 

これまでの振り返り 
 平成 23 年度に南部町農業振興地域整備計画が制定され、農業振興地域とその

他の地域を明確に区分し、⼟地の有効利⽤と農業の健全な発展が図られてい
ます。 

 福地地区において、平成 22 年度から地籍調査事業を実施しています。 
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施策２６．まちを形成する骨格の形成 
現状と課題 
 「南部町国⼟利⽤計画」に基づき、広域的・⻑期的な視点に⽴った町全域の

均衡ある発展のため、町域を、市街地整備ゾーン、農業・農村交流定住ゾー
ン、森林保全・活⽤ゾーン、⼯業団地ゾーンの 4 つのゾーンに分け、計画的
かつ調和のとれた⼟地利⽤を推進していくことが必要です。 
 

施策の方針 
 
 
 
 
 

役割分担 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 ⾃然環境を保全しながら、⼟地利⽤を推進するため、市街地整備ゾーン、
農業・農村交流定住ゾーン、森林保全・活⽤ゾーン、⼯業団地ゾーンの４
つのゾーンに町域を区分し、適正・合理的な⼟地利⽤を推進します。

 環境にやさしい住宅等の建設と良好な周辺環境の保全
に努める 

 住宅等の適切な維持管理

 南部町国⼟利⽤計画に基づいた⼟地利⽤の推進 
 都市計画マスタープランに基づいた中⼼市街地形成 
 定住化に向けた住まいづくりの促進 
 町営住宅・公園を管理し、維持修繕・改築に努める

町民・地域

行政 
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主な取り組み 

（１）市街地整備ゾーン 

 ⽂化、教育、商業などの施設や住宅が集積する市街地は、地域の核として、
まちの機能や交流機能などを維持・確保し、賑わいの創出に努めるとともに、
市街地に連担する機能集積や沿道などの商業地は、良質な住宅開発や近隣型
商業施設の誘導などと合わせ、良好な住宅環境の創出に努めます。 

（２）農業・農村交流定住ゾーン 

 平坦地・丘陵地・⼭間平坦地のまとまりのある優良農地については、果樹、
園芸、施設農業などの振興に努めるとともに、⻑期的活⽤を図るための基盤
整備などを進め、農産物の供給機能をさらに⾼めます。そして、⾷と農の学
習機能などの導⼊により、交流の活発化を図ります。 

 農業環境と共存する集落形態を有する地区は、⽣活道路や集会施設、上下⽔
道施設などを計画的に整備し、⾃然と共⽣する農村定住地区として、良好な
居住環境の形成に努めます。 

（３）森林保全・活用ゾーン 

 森林は、その保全・育成、貴重な⽣態系の保護に努めるとともに、林道・作
業道などの林業基盤の計画的な整備に努めます。 

 ⾃然環境と調和した観光・レクリエーション施設や公園、遊歩道などの維
持・管理を計画的に推進し、⾃然を活⽤したレクリエーション・森林体験学
習などの促進と農産物を活かした交流の活性化を図ります。 

（４）工業団地ゾーン 

 既存の⼯業団地地区は、適正な維持・管理とともに既存⽴地企業への⽀援な
どに努めます。 

 
これまでの振り返り 
 平成 25 年 3 ⽉に策定した「南部町国⼟利⽤計画」に基づいた、⼟地利⽤の推

進により、適正な町⼟利⽤が図られています。 
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